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那須塩原市立東原小学校長 内村恵美子

さわやか東原 自分もよくて みんなもよい

暦の上では「雨水」を迎え、春らしい日が増えてまいりました。

東原小の体育館前には梅の木が２本あるのですが、今週月曜日に２、３輪ほころび始めた

と思っていたら、木曜日の陽気で次々と花が開きました。昼休みに、校庭に行く子供たちに

声をかけ、一緒に梅の花を観賞し、香りをかぐことができました。子供たちは「きれい！」「い

い匂い！」と笑顔で話していました。大きいほうの梅の木の隣りには「創立２０周年記念」と

いう石碑があります。”今から２０年前に植えた木がこうして大きくなり、40周年の子供たち

を見守っているのだな”と、東原小の歴史を感じたひとときでした。

早いもので、６年生はあと２１日で卒業式を、１～５年生はあと２３日で修了式を迎えます。

児童一人一人が安心して笑顔で学校生活を送り、さらに成長する日々にできるよう、全職員

で『愛と希望』をもって取り組んでいきます。皆様の御理解・御協力をお願いいたします。

久しぶりの大雪に、子供たちは大喜びでし

た。雪合戦をしたり、雪だるまをつくったりし

て、大いに雪を楽しみました。

また、雪が積もった朝、子供たちが安全に

通れるよう、歩道の雪かきをしてくださる地

域の方がいらっしゃいました。

おかげで子供たちは滑って転ぶことなく、無事に登校することができました。地域の方の

温かさを感じた朝でした。ありがとうございました。

２月８日（木）学校医の渡邉先生、学校薬剤師の

金澤先生をお招きして、健康安全委員会の児童、

教員、保護者とで、地域学校保健委員会の内容を

受けて「スマートフォンやゲームとの上手な付き

合い方」について話し合いました。会では、児童

の発表や班別協議を行い、スマートフォンやゲー

ム使用のメリットやデメリット、キャラクターや合

言葉作りなどに取り組みました。また、渡邉先生、

金澤先生から専門的なお話もいただきました。

大人と子供とで話し合い、専門の先生のお話を

聞くことができ、とても有意義な時間となりまし

た。参加してくださいました皆様、お世話になり

ました。ありがとうございました。


